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枕崎市  市民憲章  

  

黒潮と太陽と緑の自然にはぐくまれたわたしたちのまち枕崎を、  

さらに豊かで明るく美しくするためにみんなで  力をあわせます。  

 

一 .  わたしたちは、心もからだも健康な市民になります。  

一 .  わたしたちは、お互いにきまりを守る市民になります。  

一 .  わたしたちは、こぞって勤勉な市民になります。  

一 .  わたしたちは、だれにでも親切な市民になります。  

一 .  わたしたちは、すすんで教養を高める市民になります。  

 

（昭和五四年九月一日制定）     
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第１章  計画策定の趣旨  

 

 １  計画策定の趣旨  

 

枕崎市教育委員会は，教育基本法第 17条第２項の規定に基づき，本市の実情

に応じた教育振興のための施策に関する基本的な計画として ，平成 23年３月に

平成 23年度から平成 32年度までの 10年間を計画期間とする「枕崎市教育振興基

本計画」（以下「第１次計画」という。）を策定しました。  

第１次計画（前期計画）では， 10年後を見据えた教育の姿として「明日の社

会を担う心豊かでたくましい人づくり」を基本目標に掲げ ，「枕崎市の教育的

伝統・風土を生かした生涯学習」を基本方針として，「いつの時代でも大切に

育んでいかなければならない価値あるものの尊重」，「急激な社会変化に対応

できる柔軟な対応」，「学校・家庭・地域等の相互の連携と協力」，「教育的

伝統を生かした教育」という４つの視点に立ち，５年間に取り組む教育施策を

総合的，体系的に示し，取組を進めてきました。  

平成 28年３月には，前期計画における平成 27年度までの５年間の施策につい

て検証を行い，平成 28年度から平成 32年度までの５年間の後期計画の施策を改

訂し，引き続き，基本目標を達成するため，総合的かつ計画的に施策に取り組

んできたところです。  

国は平成 30年６月に第３期教育振興基本計画を閣議決定し ， 2030年以降の社

会 を 展 望 した 国 の教 育 政 策 につ い て ， 「 「 超 スマ ー ト社 会 （ Society 5.0） 」

の到来 に向け ，「 人生 100年時代 」を 豊かに 生きて いく ため ， 生涯に わた る一

人ひとりの「可能性」と「チャンス」を最大化する ことを今後の教育政策の中

心に据えて取り組む」，とその方向性を示しました。  

これを踏まえ鹿児島県は，平成 31年２月に第３期教育振興基本計画 を策定し，

今後 10年間の基本目標として「夢や希望を実現し未来を担う鹿児島の人づくり

～あしたをひらく心豊かでたくましい人づくり～」を掲げるとともに，その実

現に向けて，平成 31年度（令和元年度）からの５年間に取り組む具体的な施策

を体系化して示しました。  

本市教育委員会では，国及び県の第３期教育振興基本計画を参酌し ，第６次

枕崎市総合振興計画を踏まえ，第２次枕崎市教育振興基本計画（以下「第２次

計画」という。）を策定します。  
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 ２  計画の基本的な考え方  

 

この計画は，教育基本法第 17条第２項に定める，本市の実情に応じた教育の

振興のための施策に関する基本的な計画として ，国及び県の第３期教育振興基

本計画を参酌し，第６次枕崎市総合振興計画を踏まえ，令和３年度以降の 10年

後を見据えた本市教育のめざす姿を示すとともに，その実現に向けて，令和３

年度からの５年間に取り組む具体的な施策を体系化して示します。  

計画の対象とする分野は，学校教育，社会教育，文化財保護など教育委員会所

管事項に関すること，文化に関すること，スポーツに関することなどです。  

 

３  計画の期間  

 

本計画の期間は令和３年度を初年度に，令和 12年度を目標年次とする 10年間

とします。  

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R12

国

県

市

２期教育振興基本計画 ３期教育振興基本計画

第６次総合振興計画

（前期）

第６次総合振興計画

（後期）
次期計画

第５次総合振興計画

（後期）

第１次教育振興基本計画

（前期）

第２次教育振興基本計画

（前期）

教育振興基本計画（第３期）教育振興基本計画（第２期）

第１次教育振興基本計画

（後期）

第２次教育振興基本計画

（後期）
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第２章  枕崎市の教育の現状と課題  

 

１  これまでの取組  

 

本市は全国でも有数の港町（特定第三種漁港）で，生産量日本一である「枕

崎鰹節」や，暖地性を生かした農業のお茶や電照菊など，地元の農林水産物を

原料として製造加工・販売する地場産業を活力の源泉として発展してきました。  

また，県内で４番目に市制が施行されるなど市民歌の中に歌われているとお

り，進取の気風が深く根付いている地域でもあります。そして「地域の子供は

地域で育てる」という熱意は，郷土愛にもつながりその教育的伝統や風土は今

も継承されています。  

平成 23年３月に策定した第１次計画では，今後 10年間の枕崎市の教育行政の

あり方について，「教育は人づくりである」という変わらぬ教育理念を基に，

急激に変わる社会状況の中においても，これまで培ってきた本市の教育的風土

と伝統を大切にするという考えを根幹とし，取り組んできました。  

また，第１次計画（後期計画）（平成 28年度～平成 32年度）の見直しでは，

同時期に策定された第６次枕崎市総合振興計画に掲げられた将来都市像「活力

ある地場産業に支えられ人情味あふれる安らぎと潤いのある枕崎市」の達成の

ため，教育文化分野においては「豊かな人間性と文化を育むまちづくり」を目

標とし，その実現のため後期計画では，前期計画の基本目標・基本方針は引継

ぎつつ，「①人間性豊かな人をつくる学校教育の充実」，「②豊かな人間性を

育む生涯学習の推進」，「③個性あふれる多様な文化の振興」，「④豊かなス

ポーツライフの実現」，「⑤食育の推進」の，５つの教育施策の基本的方向性

と， 10の重点施策について改訂を行い，取り組んできました。  

後期計画の進行管理については行政評価を活用し ，事務事業評価シートや自

己点検・評価シートを用いて教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状

況の点検や評価を行い，施策の進捗状況を把握するとともに，前年度の取組方

針とその達成状況を振り返り，分析することによって，目標達成に向けた次年

度の課題・方向性を協議してきました。  

今後は，これまでの取組や課題を分析し，本市の現状を踏まえて，将来を展

望する第２次計画を策定する必要があります。  
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 ２  本市の教育の現状と課題  

 

  ⑴  学校教育                             

①  学力  

全国学力・学習状況調査における本市の児童生徒の学力については，こ

こ数年県平均を上回り，全国平均とは同程度の状況ですが，年度によって

学校間差，教科間差があることが課題です。これらを克服するため，今後

も学力向上に向けた取組を市全体で共有しながら，各学校の実態等に応じ

て実践し，工夫・改善を図っていく必要があります。  

     また，児童生徒の学力向上には，教員の指導力の向上が肝要であり，教

科部会の充実や小・中連携教育の推進等，様々な学力向上対策を講じて，

児童生徒が自ら考え，主体的・対話的に取り組む授業への転換などに努め

ます。  

さらに，家庭と連 携し「家庭学習 40・ 60・ 90・ 120運動 」の充実にも努

めます。  

 

   ②  いじめ，不登校  

いじめの認知件数については，各学校の積極的な取組が未然防止，早期

発見，早期対応等につながり，重大事態は発生していません。  

不登校については，大きな変化はありませんが，不登校の解消にいたっ

ていない実態もあるため，学校，家庭，関係機関がさらに連携して対応す

る必要があります。  

対策として，今後もいじめ，不登校の未然防止，初期対応，早期解決が

できるよう，スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを計画

的に派遣して，さらに連携を図っていく必要があります。  

 

   ③  キャリア教育  

自分らしい生き方の実現のために，４つの能力（「人間関係形成・社会

形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプラ

ンニング能力」）の育成に取り組んでいます。小学生段階から発達段階に

応じた目標を立てさせ，目標達成に向けて取り組ませ，達成状況を確認さ

せる取組を繰り返し行っていきます。将来の生き方や進路に希望をもち，
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自己実現を図ろうとする態度を育てるためにも，目標や目標達成に向けた

取組，達成状況をキャリアパスポートに記録・蓄積し，小学校，中学校，

高校へとつないでいく必要があります。  

 

   ④  特別支援教育  

本市においては，就学相談の件数が年々増加し，小・中学校において，

特別な支援を必要とする児童生徒や特別支援学級に在籍する児童生徒数の

増加傾向が続いていることから，特別支援教育支援員の配置，幼保小連携

や南薩養護学校等との連携等を図るとともに，入級指導を積極的に進めて

います。  

また，早期からの適切な就学指導のために，幼稚園・保育園と小学校，

小学校と中学校との連携を密にし，特別な支援が必要な児童生徒や不安を

抱える保護者への支援や教職員等への適切な指導を行う必要があります。  

 

   ⑤  本市の特色を生かした教育活動  

本市では，枕崎のよき伝統と教育風土を活用して「故郷を学び」「故郷

に学び」「故郷に返す」教育を推進しています。  

道徳の時間に，ふるさと心を育む枕崎市郷土読み物資料集「枕想子」を

使って，先人たちの生き方を学んだり，社会科で枕崎市の産業や伝統，歴

史等について学んだりしています。  

また，産業体験として茶摘みや電照菊栽培，鰹節工場などでの職場体験

学習を行っています。  

今後も，このような取組を通して，郷土のよさに気付かせ，地域の一員

としてよりよい郷土の創造にかかわる意欲と態度を培う必要があります。  

    

   ⑥  体力の向上や生活習慣の形成  

体力は，人間の活動の源であり，健康維持のほか意欲や気力といった精

神面の充実に大きく関わっており，家庭における食事や睡眠等の基本的な

生活習慣とも密接に関係していると言われています。  

近年，本市においては，体力の低下傾向に歯止めがかかっているものの ，

県平均に達していない体力要素が多い傾向にあり，日常生活における運動

習慣や食習慣，休養のとり方など，望ましい生活習慣の形成が求められて

います。  
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このため，家庭での運動習慣や食生活等に関わる啓発を積極的に推進す

るとともに，家庭と学校との連携を密にし，児童生徒の基本的な生活習慣

の確立に向けた取組を推進する必要があります。  

 

   ⑦  教育環境の整備  

学校施設は，児童生徒の学習・生活の場であるとともに，災害時には地

域住民の避難施設としての役割を担います。昭和 40年代から 50年代に集中

して整備された校舎等の老朽化に伴い，修繕等の要望が多くなっているこ

とから，適切な維持管理を行い，大規模改造事業の計画的な実施と，学校

施設等長寿命化計画等に基づく中長期的な施設改修等のコスト削減対策に

取り組む必要があります。  

また，安全・安心な教育環境の取組として，児童生徒自身に危険予知能

力・危険回避能力を育成するとともに，家庭・地域・関係団体と連携し，

交通事故や水難事故，その他の危険から児童生徒の安全を確保していく体

制づくりを強化していく必要があります。  

 

   ⑧  給食センター  

     安全・安心で効率的な学校給食を提供するため，施設の衛生管理と職員

の健康管理の徹底を図った運営を行ってきました。調理機器等については，

耐用年数の経過したものも含め年次的に更新を行っています。今後も予防

保全による維持管理を図るとともに，計画的な更新が必要です。  

地産地消においては，「第２次枕崎市食育・地産地消推進計画」に基づ

き，地元産の食材であるかつお製品や地場産の野菜，牛肉，米などを給食

献立として活用しています。しかしながら，地元食材の使用率は減少傾向

にあるため，生産量や出荷時期，価格の安定など需要と供給のバランスを

図り，使用率の向上に努める必要があります。  

 

⑨  高等学校との連携  

   本市には県立枕崎高等学校と県立鹿児島水産高等学校があります。両校

の卒業研究発表会や出前授業などを通して，小中学生との交流を行ってい

ます。今後も，両校の特色を生かした魅力ある教育活動を広く市民に広 報

するとともに，小中学生と交流する機会と場を積極的に設けるなど，連携

を図る必要があります。  
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 ⑵  社会教育                                                   

    

①  体験・交流活動の充実  

少子化や情報化の進展に伴う社会性の欠如，家庭や地域社会の教育力の

低下など，青少年を取り巻く環境は大きく変化しています。このような状

況の中，家庭や地域において体験活動の機会が減少しつつあります。  

本市の豊かな自然や歴史，文化などの地域資源を生かしながら，豊かな

心やたくましく生きる力を育むことのできる体験・交流活動への取組が必

要となっています。  

 

   ②  家庭教育の充実  

家族形態の多様化や地域とのつながりの希薄化など，家庭を取り巻く環

境は変わりつつあり，子供が身に付けるべき生活習慣，規範意識や社会的

マナーが十分備わっていないなど，家庭や地域における教育力の低下が指

摘されています。  

家庭教育は，全ての教育の出発点であり，子供の基本的な生活習慣や自

立心の育成などに重要な役割を果たすものです。学校や地域など社会全体

で家庭教育を支える環境づくりが必要となっています。  

 

   ③  学習環境の充実  

社 会 が 複 雑 化 し ， 大 き く 変 化 し 続 け て い る 中 ， 年 齢 や 性 別 を 問 わ ず ，

様々な分野で生き生きと生活していくために，生涯にわたって学習に取り

組むことが重要になっています。  

市民一人一人が生涯にわたって自ら意欲を持って学び，その成果が豊か

な地域づくりに反映されるよう，市民と行政が一体となり，生涯学習推進

体制の充実を図る必要があります。  

また，条例公民館など既存施設の連携を強め，さらなる利用促進を図る

とともに，指導者の育成や地域資源の発掘・活用などに努め ，市民が主体

的に生涯学習活動に取り組むことができる場づくりを進める必要がありま

す。  
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   ④  図書館  

市立図書館では，地域のもっとも身近な生涯学習施設として，乳幼児か

ら高齢者まで幅広い年齢層の読書活動を支援するため，図書館サービスの

質の向上を目指しています。  

特 に ， 子 供 読 書 活 動 に お い て は ， 乳 幼 児 期 か ら の 読 書 習 慣 の 形 成 が    

極めて重要であるため，環境整備の強化に努めています。  

ま た ， 児 童 生 徒 の 読 書 活 動 に お い て も ， 学 校 や 学 校 図 書 館 と 連 携 し ，    

読書の幅を広げ読書体験を深めるような機会を提供しています。  

各 学 校 に お い て は ， こ れ ま で 「 朝 読 書 」 や 「 ノ ー メ デ ィ ア デ ー 」 の 取    

組など読書活動の推進に努めているほか，学校図書館の利活用や独自の特

色ある取組を活発に展開し読書活動の充実に努めています。  

各機関が様々な取組を行う中，子供を取り巻く情報環境が大きな変化を

見せており，これらは子供の読書環境にも大きな影響を与えていると思わ

れます。今後，全ての子供が読書の習慣を身に付け，生涯にわたって読書

に親しんでいくためには，読書活動を取り巻く情勢の変化や 子供の読書活

動の状況を踏まえ，一層の子供読書環境の効果的な推進が課題です。     

 

   ⑤  文化財の保存・継承と活用  

本市は特色ある郷土芸能や伝統行事，史跡など伝統文化を有しています

が，少子高齢化・過疎化や地域をとりまく環境 の変化により，伝統芸能や

集落の歴史等の継承が難しくなっています。  

       埋蔵文化財については，開発・土木工事等に伴う試掘調査や現地立ち合

い等を実施していますが，埋蔵文化財の保存を推進していることから ，そ

の管理と保管場所が課題となっています。  

      文化財を後世に良好な状態で残すため，適切な修復・養生を行うととも

に，説明板・標柱の年次計画に沿った整備が必要です。  
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 ⑶  芸術文化の振興                          

 

芸術文化の振興のため，拠点施設の南溟館において，定期的に企画展や公

募展を開催しています。「新しい生活様式」の実現のため，ソーシャルディ

スタンスを考慮した展示スペースの見直しや施設の老朽化対策が課題です。

また，これまで収集した貴重な絵画や工芸品等を適正に管理するため，収蔵

庫の増設が必要になっています。  

     片平山公園内に立地し，市街地や海岸線が一望できる南溟館からの景観を

生かし，憩いの場としての整備やアクセス道の整備が課題です。  

 

 

  ⑷  スポーツの振興                           

 

本市では，関係機関と連携を図り，市民運動会や枕崎港まつりカッター大

会などの開催，各種スポーツ活動の推進，生涯スポーツの柱となるコミュニ

ティスポーツクラブの支援などに取り組んでいます。また，総合体育館など

スポーツ活動の拠点となる社会体育施設を計画的に整備するとともに ，市民

のニーズに合ったスポーツ活動において，学校体育施設の開放や市内公園の

有効活用を推進しています。  

スポーツ活動は，心身の両面にわたる健康の保持増進に資するものである

ことから，年齢や性別，障がいの有無に関わらず，誰もが楽しめるスポーツ

やレクリエーションの充実を図る必要があり，各種スポーツ団体への支援や

スポーツ推進委員，指導者の育成等を通じ，市民が生涯にわたり，いつでも，

どこでもスポーツに親しむことができる環境づくりが必要です。  

また，本市出身のスポーツ選手の活躍が，市民の感動やあこがれにつなが

りスポーツを始める動機づけにもなることから，各種スポーツ団体等と連携

し競技力の強化が必要です。  

さらに，本市の魅力の情報発信につながるスポーツキャンプの誘致・受け

入れを推進するため，施設・設備の充実や利用者ニーズの多様化について，

利用者の安全性や利便性を考慮した施設等の更新・維持管理の取組が必要で

す。  
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第３章  基本目標  

 

   

基本目標  

「明日の社会を担う心豊かでたくましい人づくり」  

 

  基本方針  

１「教育」の推進  

  学校，家庭，地域社会がそれぞれの教育機能を発揮して，教えること，

育むことにメリハリをつけた「教育」の充実を図る。  

２「協育」の推進  

学校，家庭，地域社会がそれぞれの特長を生かした教育を推進するとと

もに，三者が緊密に連携した「協育」の充実を図る。  

３「郷育」の推進  

  枕崎のよき伝統と教育風土を活用して，故郷を学び，故郷に学び，故郷

に返す「郷育」を推進する。  

 

 

 

 枕 崎 市 で は ， 平 成 28年 ３ 月 に 策 定 さ れ た 第 ６ 次 枕 崎 市 総 合 振 興 計 画 に お い て ，

「すべての人々が健康で幸せに生まれ，育ち，住まい，活動し，集い，憩い，交流

する環境が整ったまちづくり」を目指し，「豊かな自然環境の中で過ごすことで心

身の安寧を保ち，活力のある地場産業に支えられ着実に進歩することで，安定した

潤いのある未来を見通せる暮らしを築いていける枕崎市」を追求していくことを基

本理念に，将来都市像を「活力ある地場産業に支えられ人情味あふれる安らぎと潤

いのある枕崎市」として，まちづくりを進めています。  

 まちの将来都市像の実現のため，政策課題ごとに６つの目標を定め，各種施策を

展開していますが，教育文化分野においては「豊かな人間性と文化を育むまちづく

り」を目標に掲げ，「人間性豊かな人をつくる学校教育等の推進」，「豊かな人間

性を育む生涯学習の推進」，「豊かなスポーツライフの実現」，「伝統と国際性が

織りなす多様な文化の振興」，「多様な国際交流の推進」の５つの施策を推進して

います。  
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 枕崎市教育委員会では，平成 23年に第１次枕崎市教育振興基本計画を策定してか

ら，「明日の社会を担う心豊かでたくましい人づくり」を基本目標に掲げ，学校教

育における基礎学力の定着及び心の教育の充実等，生き方の基礎・基本の徹底を図

るとともに，本市の教育的財産である豊富な地域の教育力を活用した生涯学習の充

実に努め，学校・家庭・地域が一丸となった教育を推進するため，「枕崎市の教育

的伝統・風土を生かした生涯学習の推進」を基本方針として，様々な教育施策に取

り組んできました。  

 

 これから社会が大きな変革期を迎える中にあって，子供たちのみならず，市民一

人一人が，それぞれに夢や希望をもち，その実現に向けて，意欲をもって挑戦でき

る環境を整えていくことはますます重要になると考えられます。  

 

 子供たちを取り巻く環境が大きく変化する中で，グローバル化に対応した小学校

における英語教育や，高度情報化の進展に対応したプログラミング教育の推進，国

が進めるＧＩＧＡスクール構想への対応，いじめ，不登校，特別な支援を要する児

童生徒への対応など，複雑化・多様化する教育課題に対して，学校・家庭・地域が

そ れ ぞ れ の 教 育 機 能 を 発 揮 し て ， 教 え る こ と ， 育 む こ と に メ リ ハ リ を つ け た 「 教

育」の充実を図る取組が，今後ますます重要になると考えます。  

 本市の子供たちが，次代の担い手となるために，必要な資質・能力を確実に備え

ることができるよう，学校・家庭・地域がそれぞれの特長を生かした「協育」を推

進するとともに，三者が緊密に連携することで，知・徳・体の調和がとれ，主体的

に考え行動する力を備え，生涯にわたって自己実現をめざす子供の育成に努めます。  

 さらに，枕崎のよき伝統と教育風土を活用して，故郷を学び，故郷に学び，故郷

に返す「郷育」を推進し，ふるさと枕崎を愛し，誇りにする子供の育成に努めます。  

 

このようなことを踏まえ，第２次枕崎市教育振興基本計画では，引き続き，「明

日 の 社 会 を 担 う 心 豊 か で た く ま し い 人 づ く り 」 を 基 本 目 標 と し ， 新 た に ， ① 「 教

育」の推進，②「協育」の推進，③「郷育」の推進，を基本方針として定め，第６

次枕崎市総合振興計画（後期基本計画）の教育文化分野に示された５つの施策を，

今後５年間に取り組む施策として推進していきます。  
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第４章  今後５年間に取り組む施策  

 １  施策とその基本的方向  

  ⑴  人間性豊かな人をつくる学校教育等の推進  

 

幼児教育については，保護者や小学校との連携を図りながら，教育内容や

教育環境を充実し，義務教育に向けた基礎づくりを進めます。  

義務教育については，学力や体力の向上，いじめ・不登校への対応と，感

染症対策をはじめとする健康で安全な学校生活の推進を図るために，確かな

学力と豊かな人間性の育成を基本に，同一校区に１小学校１中学校という本

市の特色を生かした小・中連携教育をさらに推進します。  

また，国が進めるＧＩＧＡスクール構想に対応するため，教職員のＩＣＴ

活用力を高め，一人一台情報端末を活用した学習を積極的に推進します。国

際理解教育や情報教育など，社会経済環境の変化に対応した教育を充実する

とともに，食育や郷土学習など，地域性を生かした教育を推進し，特色ある

学校づくりを進めます。  

教育環境については，施設の計画的な改修や学習機器の充実 など，安全で

安心して楽しく学べる環境づくりを進めます。  

また，児童生徒の確かな学びと育ちの実現を目指し，学校と保護者，地域

が協働して力を発揮する，学校づくりを推進します。  

給食センターにおいては，学校給食衛生管理基準に基づく衛生管理を徹底

し，調理・配送業務の民間委託による効率的運用と 安全・安心でおいしい給

食の提供に努めます。  

高等学校については，総合学科及び専門系高等学校という２校の特色を生

かした魅力ある教育活動を広く市民に広報するとともに，小・中学校との交

流する機会と場を設けるなどして，連携を図っていきます。  

 

  ⑵  豊かな人間性を育む生涯学習の推進  

 

情報化や国際化等に加え，自由時間の増大や高齢化の進行などの社会経済

環境の変化を背景に多様化・高度化する市民の学習ニーズの高まりに対し て，

学習機会や学習分野の拡充，生涯学習施設の整備充実，学習成果を活用でき

る環境づくりなど，「いつでも自由に学習機会を選択して学ぶことができ，

その成果が適切に評価される」生涯学習体制を確立します。  
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また，豊かな体験活動の機会の充実や家庭教育への支援，家庭や地域の教

育力の向上に積極的に取り組み，学校・家庭・地域の連携を高め，心豊かで

たくましい青少年の健全育成に努めます。  

 

  ⑶  豊かなスポーツライフの実現  

 

市民が生涯にわたり，それぞれの嗜好にあったスポーツやレクリエーショ

ン活動を継続できる環境づくりに取り組みます。また ，各種スポーツ大会・

イベント等に対応できる施設や設備等の計画的な整備を行います。  

指導者の育成や民間事業者との連携を図り，市民の競技力向上をめざし，

大会やイベント等の誘致を進め，スポーツによるまちづくりを推進します。  

 

  ⑷  伝統と国際性が織りなす多様な文化の振興  

 

伝統文化については，既存の施設を利用した歴史民俗資料 等や史跡等の活

用など，保存・継承のための拠点整備を検討するとともに，活動団体に対す

る支援や無形文化財のデジタ ル化などのソフト面での対応を充実することに

より，適切な継承・保存と学校教育や生涯学習等への効果的な活用を図りま

す。  

市民の芸術文化活動については，文化団体や市民グループの主体的な活動

を支えるとともに，市民が優れた芸術に接する機会を拡充し，多くの市民が

多様な芸術文化に触れ，参加できる施策を充実します。  

芸術文化の拠点である南溟館については 枕崎国際芸術賞展をふまえたデジ

タル配備や，芸術に親しむ憩いの場として整備を検討します。定期的に優れ

た企画展の開催や公募展を開催することで国内外に情報を発信し ，また，市

内外の人々が文化を通じて交流できる南薩の芸術文化の拠点としての 整備を

進めます。  

 

  ⑸  多様な国際交流の推進  

 

市民の国際理解を深めるため，青少年国際交流事業の支援と国際社会を身

近に体験，理解できる環境づくりを進めます。  
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２  基本施策の展開  

 

 ⑴  人間性豊かな人をつくる学校教育等の推進  

 

  ①  人間形成の基礎づくりを担う幼児教育の充実  

 

【基本施策の現状と課題】                         

○  本市には幼稚園が２園ありますが，定員数 240人に対して，利用者数

は令和元年度で 111人となっています。  

  幼 稚 園 の 利 用 者 数 の 推 移  

年度  平 成 27年 度  平 成 28年 度  平 成 29年 度  平 成 30年 度  令 和 元 年 度  

利 用 者 数  123 126 134 127 111 

 

○  少子化や，共働き世代の増加等，社会状況の変化により，家庭や地域

での子育てが孤立しがちな環境の中で，保護者が子育てに対する不安や

ストレスを解消し，子育てに喜びや生きがいを感じ，子供のよりよい成

長を実現できるような子育て支援が求められています。  

 

【これからの施策の方向性】                        

○  幼児教育は，幼児の健全な心身の発達や豊かな人格形成の上から，最

も重要なものであるとの基本認識に立ち，家庭や幼稚園等との連携を深

めながら，幼児教育の充実に努めます。  

 

【主な取組】                               

○  教職員の資質向上のための研修事業を支援し，教育内容の充実を図り，

幼稚園就園助成金や子育てのための施設等利用給付事業を継続して実施

し，保護者の経済的負担の軽減に努めます。  
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  ②  基礎を重視し，個性を育む義務教育の推進  

 

ア  基礎学力等の習得  

【基本施策の現状と課題】                        

○  小・中学校における学力の状況は，全国学力・学習状況調査の結果

より，全国平均と同程度ですが，年度によって，学校間差，教科間差

があることから，今後も学力向上に向けた取組を市全体で共有し，児

童生徒が自ら考え，主体的・対話的に取り組む授業への転換を図る必

要があります。  

 

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 ［ 教 科 に 関 す る 調 査 ］ （ 平 成 30年 度 ～ 平 成 3 1年 度 ）  

小 学 校 平 均 正 答 率 （ 平 成 31年 度 か ら 国 語 ・ 算 数 の A・ B問 題 が 統 合 ）  

学年  教科  
平成 30 年度  平成 31 年度（令和元年度）  

市  全国  全国比  市  全国  全国比  

小学校  

(６年 ) 

国

語  

A 69 70.7 97.6 
68 63.8 106.6 

B 51 54.7 93.2 

算

数  

A 65 63.5 102.4 
66 66.6 99.1 

B 46 51.5 89.3 

理科  56 60.3 92.9 （ ３ 年 に 一 度 実 施 の た め ， 未 実 施 ）  

中 学 校 平 均 正 答 率 （ 平 成 31年 度 か ら 英 語 が ３ 年 に １ 度 実 施 ）  

学年  教科  
平成 30年度  平成 31年度（令和元年度）  

市  全国  全国比  市  全国  全国比  

中学校  

(３年 ) 

国

語  

A 79 76.1 103.8 
72 72.8 98.9 

B 63 61.2 102.9 

数

学  

A 69 66.1 104.4 
59 59.8 98.7 

B 48 46.9 102.3 

理科  

英語  
70 66.1 105.9 53 56.0 94.6 

 

○  平成 31年度（令和元年度）全国体力・運動能力調査結果について は

次頁の結果となり，男子より女子の方が，運動能力が比較的高い傾向

にあります。また，平成 30年度と比較すると，男子はほぼ同様の結果

となり，女子は運動能力の高いＡ・Ｂ 群に人数が多い傾向にあります。  

○  平成 30年度鹿児島県児童生徒体力・運動能力調査に おいて，県平均

を上回る種目の割合は，小学校５・６年は 65.1％（前年比 19.8％増），

中学校１・２年は 47.6％（前年比 22.7％減）となっています。  
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○  県教育委員会の 推奨する「体力アップ！チ ャレンジかごしま」にお

いて，平成 30・ 31年度（令和元年度）は小・中学校共に学校申告率は

100％となり，子供の体力向上に取り組むことができています。令和２

年度は，全ての小・中学校において学級申告率が 100％となり，さらに

意欲的な取組が図られています。  

○  平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 質問紙における

「朝食を毎日食べる」と回答した割合は，小学校６年 82.4％（前年比

3.9％減），中学校 ３年 88.1％（前年 比 4.6％増）でした 。「どちらか

と言えば毎日食べる」を含めると小学校 94.2％（前年比 1.9％増），中

学校 96.9％（前年比 0.6％増）で，比較的高めとなっています。  

 

 
〈 現 状 及 び 課 題 〉  

・ 男 子 は ， 全 国 比 で ， Ａ の 児 童 の 割 合

が ， 2.1ポ イ ン ト 低 い が ， Ｂ の 割 合 が 6ポ

イ ン ト 高 い 。 Ｄ と Ｅ も 全 国 比 で 低 い 割 合

に あ り 比 較 的 運 動 能 力 は 高 い 。 市 の 前 年

と 比 較 す る と 全 体 的 に 運 動 能 力 が 向 上 し

て い る 。 Ｄ の 割 合 は ， 10.4ポ イ ン ト 減 少

し ， Ａ の 割 合 は ， 3.3ポ イ ン ト 増 加 し た 。  

・ 女 子 は ， 全 国 と 比 較 し て ， Ａ の 児 童 の

割 合 が ， 1.9ポ イ ン ト 高 い が Ｅ の 割 合 が

6.1ポ イ ン ト 高 い 。 市 の 前 年 と 比 較 す る

と ， 中 位 の 児 童 が 減 り ， 上 位 と 下 位 の 層

に 人 数 が 増 え る 形 と な っ た 。  

・ 女 子 は ， Ｄ と Ｅ の 児 童 の 割 合 を 減 少 さ

せ る 取 組 が 必 要 で あ る 。  

〈 現 状 及 び 課 題 〉  

・ 男 子 は ， 全 国 比 で ， Ａ の 児 童 の 割 合

が ， 6.3ポ イ ン ト 低 い が ， Ｅ の 割 合 が 3.6

ポ イ ン ト 低 い 。 Ｃ が 全 国 比 で 13.5ポ イ ン

ト 高 く 比 較 的 中 位 層 に 偏 っ て い る 。 市 の

前 年 と 比 較 し て も ， 全 体 的 に 運 動 能 力 の

高 さ は 中 位 層 に 集 中 し て い る 。 Ａ の 割 合

が 低 い の も は っ き り と し て い る 。  

・ 女 子 は ， 全 国 と 比 較 し て ， Ａ の 児 童 の

割 合 が ， 4.3ポ イ ン ト 低 く ， Ｄ の 割 合 も

5.6ポ イ ン ト 高 い 。 市 の 前 年 と 比 較 し て

も ， 上 位 の 児 童 が 減 り ， 下 位 の 層 に 人 数

が 増 え る 形 と な っ た 。  

・ 女 子 は ， Ｄ と Ｅ の 児 童 の 割 合 を 減 少 さ

せ る 取 組 が 必 要 で あ る 。  
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【これからの施策の方向性】                       

○  児童生徒の学力・ 学習状況の実態把握に努めるとともに ，基礎的・

基本的な内容の確実な定着を図り，「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善を推進し，教職員一人一人の指導力向上に努め

ます。  

○  発達段階に応じた教育ができるよう，９年間を見通した小・中連携

教育を継続して実施します。  

○  小・中相互乗り入れ授業による英語学習や算数（数学）の 学習など，

専門性の高い授業を行います。    

○  国際化・情報化時代に通用する人材を育成するために ，国際理解教

育や外国語教育の充実に努めるとともに，ＩＣＴを効果的に活用した

授業づくりを推進します。  

○  児童生徒の体力・運動能力の実態把握と「一校一運動」「チャレン

ジかごしま」の取組を充実させるとともに，生涯スポーツの基礎づく

りを推進します。  

 

【主な取組】                              

○  学力に係る各種調査を分析し，児童生徒の実態に応じた授業改善に

ついて，各学校で実施する研究授業や，教職員を対象にした市教育委

員会主催研修会の機会を通して指導・助言を行い，教職員の資質向上

に努めます。  

○  国の「ＧＩＧＡ スクール構想」により整備される児 童生徒一人一台

端末を効果的に活用した教育活動を推進するとともに，教職員の資質

向上のための研修の機会を設けます。  

○  小・中連携教育 について，今後も各小・中学校間の連 携を図り，研

究推進について継続的に指導・助言を行うとともに ，小・中相互乗り

入れ授業や，教職員の合同研修会を通して，教職員一人一人の指導力

向上に努めます。  

○  体力・運動能力調査の適切な実施及び分析により ，各学校の実態に

応じた「一校一運動」を充実させます。  

○  家庭と連携した「一家庭一運動」 の推進とともに，教科部会での実

践を通した研修や各校種ごとの実践研究を通して，楽しさを追及した

授業づくりや指導法の工夫改善を図ります。  



- 18 - 

 

イ  食育や郷土教育の充実  

【基本施策の現状と課題】                       

○  平成 31年度（令和元年度）の学校給食における地場産物の活用状況

については，県内 産で 34.1％，市内 産で 23.9％となっ ています。毎年

１月に実施される「鹿児島をまるごと味わう学校給食」などで県内産

食材の活用がなされていますが，さらに地産地消を推進していくため

には，地場産物を安定的に確保することが必要です。  

○  地 域 で 守 り 育 ま れ て き た 伝 統 と 文 化 に 誇 り を も ち ， そ の よ さ を 継

承・発展させるとともに，それらを育んできた我が国と郷土を愛し，

他国の文化や歴史を尊重し，国際社会の発展と平和に貢献する態度を

養うために，郷土教育の推進が必要です。  

○  少子高齢化や過疎化により ，これまで継承してきた伝統芸能や地域

の伝統行事等の継承が難しくなっています。  

○  全ての小・中学校で「郷土教育の全体計画」が策定され，地域や学

校の特色を生かした教育活動がなされています。  

 

【これからの施策の方向性】                      

○  学校給食については，食育と地産地消を 推進し，安全・安心で魅力

ある学校給食の充実に努めます。  

○  農業や水産業の団体等との連携による地場産品を取り入れた献立の

充実や，偏食や食物アレルギーに対する個に応じた給食指導などの食

育を充実します。  

○  農業・水産業体験や自然体験 ，社会体験等の多様な体験活動を行い，

郷土の素材を生かしながら，郷土に根ざした教育活動の 充実を図りま

す。  

○  各学校で，総合的な学習の時間，社会科，道徳等において，地域の

特色を生かした伝統産業や郷土芸能を体験する活動をはじめ ，郷土の

先人に学ぶ活動，調査・見学等の活動など幅広く様々な活動が取り入

れられている現状について，さらなる内容の工夫・改善に努めます。  

 

【主な取組】                              

○  食に関する指導の推進については ，栄養教諭とのティー ム・ティー

チングによる食に関する指導を充実するとともに，家庭と連携した望
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ましい食習慣を確立します。さらに，食物アレルギー対応に関する研

修を充実するとともに，学校・保護者と十分に連携し，個に応じた給

食の提供を実施します。  

○  児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい生活習慣を身に付ける

ことができるよう，小・中学校における学習指導要領に基づいた食育

を推進します。その際は，栄養教諭が中核となり，教師間で連携しな

がら，学校給食を生きた教材として活用した「食に関する指導」の充

実を図ります。  

○  学校給食において安全・安 心な食材の使用や地場産物の積極的 な活

用を推進するため，関係機関・団体等と連携を図ります。  

○  学校給食センター運営委員会を定期的に開催し ，学校給食の運営及

び給食費納入の適正化を図ります。  

○  地産地消の取組については ，「第２次枕崎市食育・地産地消 推進計

画」に基づき，学校における食育の推進のため本市ならではの郷土料

理や行事食を取り入れた献立の創意工夫を図ります。また，本市の特

産品である農畜産物，海産物などの地場産品の使用 率を向上させます。  

○  道 徳 の 時 間 に ， ふ る さ と 心 を 育 む 枕 崎 市 郷 土 読 み 物 資 料 集 「 枕 想

子」を使って，先人たちの生き方を学んだり，産業体験として茶摘み

体験や電照菊栽培，鰹節工場などでの職場体験学習を行ったりしてい

きます。  

○  高齢者との昔の遊び体験や昔の生活体験といった交流や一日遠足で

市立図書館や南溟館，天文台やソーラーなどの施設見学，総合的な学

習の時間に伝統芸能の体験や戦争体験談，文化祭で郷土の歴史を題材

にした劇など各種取組を進めていきます。  

 

ウ  生徒指導等の充実  

【基本施策の現状と課題】                       

○  いじめの認知件数につい ては，増加傾向にあります。いじめの定義

を共通理解し，「いじめを一件でも多く発見し，それを解消する」と

いう共通認識をもち，「いじめ問題を考える週間」等 の取組や未然防

止に向けた取組，早期発見・早期対応に努めようとする姿勢が認知件

数の増加につながっています。  

 



- 20 - 

 

平 成 2 9年 度 ， 平 成 3 0年 度 ， 令 和 元 年 度 の い じ め の 認 知 件 数 と 不 登 校 の 児 童 生 徒 数  

 
いじめ認知件数  不登校数  

小学校  中学校  小学校  中学校  

平成 29年度  ２  ８  ４  １４  

平成 30年度  ２８  ５  ４  １３  

令和元年度  ２４  ２８  ３  １１  

 

○  不登校については，家庭との連携が困難な状況やほとん ど学校に登

校できないケースが見られ，問題が深刻化しています。不登校傾向の

児童生徒について個別の支援計画を作成し，対応しています。また，

複雑化・多様化している状況に対応するために相談体制 を充実させる

必要があります。  

 

【これからの施策の方向性】                       

○  スクールカ ウ ンセラー やスク ー ルソーシャルワ ー カ ー，関係機関と

の連携を推進し，いじめや不登校に対する相談体制の充実を図ります。  

○  「不登校はど の 子供にも起こり うる」との 認識に 立ち，未然防止，

早期対応に努めていきます。  

○  「一件でも多くいじめを認知し，それらを解消する学校こそが信頼

される学校である」との認 識の下，いじめを見逃さない取組を継続 し

ます。また，「自分の大切さとともに他の人の大切さを認める」とい

う人権感覚を育成することを通じて，暴力行為やいじめ等の生徒 指導

上の諸問題の未然防止に努めていきます。  

○  自他ともに認めることができる人権尊重の精神 を，全教育活動を通

して育成していきます。  

 

【主な取組】                              

○  スクールカウ ンセラーやスクー ルソーシャルワー カー の積極的な活

用を図ります。  

○  いじめや不登校等の未然防止，早期対応を見据えた「いじめ問題専

門委員会」を開催します。  

○  発達段階に応じた進路指導，職場体験や農業 ・水産業体験等の体験

活動を通したキャリア教育の充実を図ります。  

○  「いじめ問題を考える週間」の取組や，人権擁護機関と連携して人
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権教室などを実施し，差別や偏見に対する理解と相手の立場で考える

ことのできる感性豊かな人間形成をめざした人権教育活動を推進しま

す。  

 

エ  教育環境の整備・充実  

【基本施策の現状と課題】                        

○  学校施設の整備については，児童生徒が一日の大半を過ごす学習・   

生活の場であるだけでなく，災害時には地域住民の避難場所としての

役割も果たすことから，安全性の確保はきわめて重要です。  

○  本市の学校施 設 の構造体の耐震 化は，計画的に実 施してきたことに

より平成 25年度で完了していますが，学校施設の老朽化対策を進める

に当たっては，単に改修を行うだけでなく，時代のニーズに対応した

学校施設の整備を行う必要があります。  

○  国の「ＧＩＧ Ａ スクール構想」 による児童生徒の 一人一台端末と，

高速大容量の校内通信ネットワークの整備は令和２年度で完了予定と

なりますが，ＩＣＴ周辺機器等の整備・充実が不可欠です。  

 

【これからの施策の方向性】                       

○  教 育 環 境 に つ い て は ， 施 設 の 計 画 的 な 改 修 等 に よ る 学 習 環 境 の 整  

備・充実と併せ，国の「ＧＩＧＡスクール構想」による児童生徒一人

一台の情報端末を効果的に活用した教育活動の推進 ，緑化の推進や安

全対策及び衛生対策にも配慮し，安心して楽しく学べる環境づくりを

進めます。  

 

【主な取組】                              

○   「ＧＩＧＡスク ール構想」におけ る新しい時代の学 びの環境整備・

充実に努めます。  

○   老朽化の進んで いる校舎等の改修 ・改築や非構造材 の 耐震補強など

を「枕崎市学校施 設長寿命化計画」 等に基づき，年次 的・計画的に行

い，施設の整備と充実に努めます。  

○   校内の緑化や安 全対策の 強化など ，安全で快適な学 習環境 づくりに

努めます。  

○  学校備品や 学 校図書の整備と 充 実に努め ，児童 生 徒の学力向上のた
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めの環境づくりを推進します。  

○   給食センターの 衛生管理と運営体 制に ついては，学 校給食衛生管理

基準に基づく衛生 管理を徹底すると ともに，調理・配 送業務の民間委

託による効率的運 用と安全・安心で おいしい給食の提 供に努めます。

また，調理機器等 の適正な管理 につ いては，機器等の 更 新計画を策定

し，計画的に整備します。  

 

オ  教職員の資質向上  

【基本施策の現状と課題】                                              

○  市管理職研修会（校長，教頭），管理職自主研修会（学校管理職，

市教委管理職，指導主事等），市教科部会の開催，校内研修への指導

主事等の派遣，地区教育論文への応募促進等を通して教職員の資質向

上に努めており，今後も継続し，さらなる資質向上を図る必要があり

ます。  

 

【これからの施策の方向性】                                            

○  市教育委員会が主催する教科部会，管理職研修会等を充実させると

ともに，自主教育研究グループの育成により，多様な研修の機会と場

を設けます。  

○  学校ごとの研修体制を整え，先導的で実践的な調査研究を推進し，

各学校における教育課題の解決を支援します。  

 

【主な取組】                                                          

○  市教科部会において「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業づくりの研修を実施するとともに，「授業を通した研修」を推進

し，教職員一人一人の指導力向上に努めます。  

○  今後とも本市の小・中学校の教職員の資質向 上のため，県総合教育

センターが開催する短期研修講座や地区教育論文への応募について継

続的に指導を行います。  

○  夏季休業期間中に市教育講演会及び教職員ブラッシュアップセミナ

ーを開催し，教職員の資質向上に努めます。  

○  教職員の資質向上で最も肝要なことは，管理職の資質向上であるこ

とを鑑み，学校の現状と課 題に合わせた研究協議や講師を招聘しての
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講話等，内容の充実に努めます。  

 

カ  地域と一体となった学校運営の推進  

【基本施策の現状と課題】                                              

○  各学校の教育目標が達成されるためには，体系的な教育を組織的に

行う必要があり，そのためには，管理職が社会の要請に的確に対応で

きる明確なビジョンの下，指導力を発揮しなければなりません。  

○  学校運営協議会の意見や学校評価の結果を踏まえた学校運営の改善

を図ることが求められています。（令和２年度から枕崎小・枕崎中学

校に学校運営協議会を設置）  

 

【これからの施策の方向性】                                            

○  管理職の資質向上を図るために，管理職研修会の内容や運営を充実

します。  

○  保護者や地域住民等 の意向を学校運営に反映させるための体 制を充

実させ，学校運営の工夫・改善に努めます。  

 

【主な取組】                                                          

○  管理 職とし て 社会の要 請に的 確 に対応 で きるよ う ，明確な ビジョン

や実践的指導力を養うための研修の充実を図ります。  

○  コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を通じて，保護者

や地域住民等が学 校運営に参画する ための体制を充 実 させ，家庭や地

域と学校との連携・協働を推進します。  

 

キ  今後の望ましい学校づくりの検討  

【基本施策の現状と課題】                                              

○  近年，少子化の進行により ，児童生徒数が年々減少して いる中で，

本市においては多様な教育活動を実施する上で支障をきたしている状

況が見受けられるまではありませんが，今後においても子供の数が減

少していくことが予想されています。  

○  本 市 の 小 ・ 中 学 校 は ， す べ て の 校 区 が １ 小 １ 中 の 特 性 を 生 か し ，

小・中連携教育を行っており，本市の子供の教育の強みと考えていま

す。  
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○  小規模校の場合は，少人数でのきめ細かな指導ができるなど，学習

環境のよさとは別に，人数が少ないため役割分担や人間関係などが固

定化しやすい，部活動に制約が生じるなど，どうしても超えられない

課題があります。  

 

【これからの施策の方向性】                                            

○  小規模校ならではのよさを積極的に生かした特色ある教育活動を推

進します。  

○  学校統廃合については，平成 24年「枕崎市望ましい学校づくり審議

会」で，小学校においては複式学級の人数が 10人以下，または全校児

童が 30人以下となった場合，中学校においては１学年 15人以下，また

は全校生徒が 45人以下となった場合は，再編・統廃合を検討するとい

う答申が出されています。  

○  各教科等の授業の進め方に係る教職員の指 導力の向上を図るととも

に，小規模校における教職員の研修機会の確保に努めます。  

 

【主な取組】                                                           

○  小・中連携教育を通して，体験活動などの交流学習の促進やＩＣＴ

機器等を活用した教育方法改善等により，小規模校の活性化に努めま

す。  

○  学校統廃合の検討の実施時期や必要性の 有無等については ，慎重に

検討します。  

○  枕崎市教科部会やブラッシュアップセミナー等を通して，各教科の

指導方法改善及び指 導力の向上を図り ，教職員の資質向上に努めます。  

 

ク  学校保健の推進・充実  

【基本施策の現状と課題】                                              

○  平成 31年度（ 令和元年度）の， う歯治療率は，小 学校は 67.2％（前

年比 7.8％減），中学校は 66.2％（前年比 13.8％減）と低い傾向にあり

ます。学校訪問での指導や養護教諭研修会での研修を実施しています

が，より充実させていく必要があります。  
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○  インフルエンザや新型コロナウイルス感染症など ，各種感染症の対

策を充実させていき，児童生徒の健康管理を徹底していく必要があり

ます。  

 

【これからの施策の方向性】                                            

○  学校保健指導や学校環境衛生を充実させ，児童生徒の 健康保持・増

進を図ります。  

○  感染症対策として，学 校の新しい生活様式に基づいた，安心して学

べる環境を構築します。  

 

【主な取組】                                                          

○  養護教諭の専門性を生かした保健指導や ，学校医等 専門性の高い外

部人材の活用など，保健学習（性に関する指導 ，歯と口の健康づくり，

喫煙・飲酒・薬物乱用防止に関する指導など）の充実に努めます。  

○  養護教諭等研修会を充実し ，う歯治療率の向上や感染 症対策など，

学校における健康管理の徹底を図ります。  

○  保護者等に対し ，学校保健委員会や学 級ＰＴＡ等における連携とと

もに，「給食だより」や「給食献立表」など各種便りを通して，基本

的な生活習慣や望ましい食習慣等についての意識啓発のための取組を

推進します。  

 

  ③  各高等学校の特徴を生かした高等学校教育の推進  

 

【基本施策の現状と課題】                                              

○  高等学校の卒業研究発表会への中学生の参加は ，中学生と高校生の

両者にとって効果的な学びの機会となっています。  

○  鹿児島水産高等学校への進学割合は例年 20%ほどと安定していますが，

枕崎高等学校への進学割合は年々減少傾向です。  

市 内 全 中 学 生 卒 業 生 数 に 対 す る 枕 崎 高 校 及 び 鹿 児 島 水 産 高 校 へ の 進 学 割 合  

 平成 28年～令和元年  令和２年  

枕崎高等学校  14.2% 13.0% 

鹿児島水産高等学校  19.3% 21.3% 
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    【これからの施策の方向性】                                          

○  高等学校の卒業研究発表会への中学生の参加を継続し ていきます。  

○  市の進路指導主任等研修会について，枕崎高等学校と鹿児島水産高

等学校を隔年で会場とし，講話や施設参観等を実施していきます。  

○  地元に進学したいと思えるような高校の魅力を伝える情報発信に努

めていきます。  

○  卒業生の本市定着を促すため産業界等との情報共有などの連携を進

め，地元に就職した場合の 奨学金等の返還猶予や，免除制度の導入に

ついて検討を行います。  

 

【主な取組】                                                          

○  中学生が，高 等学校の卒業研究 発表会に参加する 取組を実施 します 。  

○  市の進路指導主任等研修会を隔年で枕崎高等学校と鹿児島水産 高等

学校で実施します。  

○  鹿児島水産高等学校については，出前授業など小中学校の体験活動

との連携を推進するとともに，枕崎高等学校との連携を検討します。  

○  進学を希望す る者に対し，市奨 学資金 制度の情報 提供を行い ，就学

機会の充実に努めます。  

 

 

 

⑵  豊かな人間性を育む生涯学習の推進  

 

  ①  生涯学習・社会教育諸条件の整備・充実  

 

【基本施策の現状と課題】                                                

○  設置経過年数の長い生涯学習の拠点施設の年次的な施設の改善や設備の

充実が必要です。  

○  市民一人一人の多様な学習要求に応えると ともに，心の豊かさを実感で

きる各種講座や各種学級等の学習内容の充実が求められています。  

○  市民からの様々な学習需要に対応するため，学習機会や学習情報の提供

を一層充実させるとともに，視聴覚機器や教材等の利用促進に努める必要

があります。  
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○  社会教育関係団体の組織や活動の充実を積極的に支援すると ともに，団

体相互の連携・協力体制を図りながら，社会教育活動の活性化を促進する

必要があります。  

○  人権教育の充実のため，人権問題についての正しい理解と認識を深める

研修会の開催や情報提供等に努める必要があります。  

○  図書館では，令和２年度に多目的トイレの整備やエレベーターの設置，

内部改修など，高齢者や身体障害者，妊産婦の方が安心・安全に利用でき

るよう環境整備を実施しました。  

○  ソフト面では令和２年度に図書オンラインシステムを導入し，令和３年

度から本格稼働します。「新しい生活様式」の中，自宅の情報機器から図

書館のホームページにアクセスして気軽に蔵書の検索や予約ができること

で，館内での貸し出しまでの時間が短縮されるなど利便性が向上します。

課題として，近年，生活様式の多様化と情報機器の著しい発達・普及によ

り，貸出者数等が減少するなど，その影響が出てきています。今後も利用

者のニーズに応えるため，図書資料の充実やサービスの向上に努める必要

があります。  

市 立 図 書 館 年 間 貸 出 冊 子 数  

年 度  H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 

貸 出 冊 数  5 0 ,0 79 4 7 ,6 26 4 5 ,0 80 4 5 ,8 65 4 5 ,6 92 4 5 ,9 00 4 5 ,2 27 

 

【これからの施策の方向性】                                              

○  市民一人一人 が心の豊かさを実 感しながら充実し た生活を送れるよ う，

多様な学習 要求に 応えるとと もに ， 積極的に学 習活動 に取り組め る生涯

学習社会の形成を推進します。  

○  社会教育関係 者の資質の向上や 社会教育関係 団体 の支援に努め，社 会

教育活動の活性化を促進します。  

○  図書館につい ては ，文字・活字 文化を継承する拠 点として ，読書活 動

の推進や，蔵書の 充実をはじ め，各 種資料の収集・整 理・保存に努めま

す。  

○  県内外の各図 書館との連携によ る 利用者へのサー ビスの向上を めざ し，

利便性の高い図書館オンラインシステムの構築に努めます。  
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【主な取組】                                                            

○  生涯学習の拠点施設である中央公民館，地区公民館やサン・フレッシュ

枕崎など各施設の改善や設備の充実を図ります。  

○  市民の多様な学習要求に応えるため，まくらざき市民大学やかごしま県

民大学中央センター等の関係機関と連携した講座を開催します。  

○  社会の必要課題等を踏まえた公民館講座（長期・短期），青少年講座，

成人講座等を開設します。  

○  市民が主体的な活動を行えるよう，自主学習グループの育成や支援に努

めます。  

○  生涯学習フェスティバルの開催等による学習成果作品の展示及び発表の

場を設定し，学習した成果を生かせる環境づくりに努めます。  

○  家庭教育学級，高齢者学級の活性化のために，研修内容の充実を図りま

す。  

○  視聴覚ライブラリーの視聴覚機器の活用や各種教材等の利用促進のため

の情報提供に努めます。  

○  各種研修会の受講を要請し，社会教育関係者の資質向上を図ります。  

○  社会教育関係団体の組織強化や活動の充実を積極的に支援するとともに，

団体相互の連携・協力体制を図ります。  

○  人権問題啓発研修会の開催や人権に関する情報提供等に努めます。  

○  令和元年度に策定した「第３次枕崎市子ども読書活動推進計画」を着実

に実施し，保育園や幼稚園，学校や家庭，地域，読み聞かせボランティア

グループと連携し，「毎月 23日は子どもといっしょに読書の日」を推進し

ます。  

○  図書オンラインシステムで得られた情報を二次的に分析し，図書資料の

選書に活用します。  

○  利用者目線で書架を配列し，更なる図書資料の充実を図るため，場所を

とらない電子書籍システム導入を検討します。  

     

  ②  心豊かでたくましい青少年の育成  

 

【基本施策の現状と課題】                                                

○  学校・家庭・地域が一体となって青少年の健全育成を図ろうとする気運

を高めるため，さらに多様な活動を推進する必要があります。  
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○  自治公民館や子ども会育成会など，各地域内の青少年育成関係団体の活

動が減少しつつあります。  

○  保護者を対象とした学習機会の提供や，相談活動の実施等により，教育

の出発点である家庭教育の充実に努めることが重要です。  

○  青少年を対象とした体験活動・ボランティア活動の事業の充実を図り，

心豊かでたくましい青少年を育成する必要があります。  

○  子ども会やジュニア・リーダークラブなど青少年団体の活動の活性化や，

研修会等を活用した次代を担うリーダーの養成が求められています。  

 

【これからの施策の方向性】                                              

○  心豊かでたくましい青少年を育てるために ，青少年を対象とした様々な

体験活動の場の提供に努め，家庭教育支援への積極的な取組を行いながら ，

地域の連帯感や地域の教育力向上を推進します。  

 

【主な取組】                                                            

○  学校・家庭・地域が一体となって市民あいさつ運動を実施します。（毎

月第３土曜日の「青少年育成の日」の前日 ) 

○  学校と地域の双方向からの協働活動による地域学校協働活動を積極的に

実施するとともに，学校応援団ボランティアの活用を図ります。  

○  子ども会活動の活性化のために，イン・リーダー研修会，子ども会大会

を開催します。  

○  家庭教育学級・子育て講座等を通じて，学習機会の提供を行います。  

○  まくらざき 家庭教育手帳 の活用，「家庭学習 40・ 60・ 90・ 120運動」の

推進，「ノーメディア・メディアコントロール」及び「１日 20分読書」の

実践により，家庭教育の充実を図ります。  

○  青少年を対象とした体験活動（少年の船・かつお釣り体験アドベンチャ

ー）やボランティア活動事業への参加を促します。  

○  青少年交流事業（枕崎市・稚内市青少年交流事業ほか）の実施，中学校

生徒連盟の活用により，リーダーの養成に努めます。  
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 ⑶  豊かなスポーツライフの実現  

   

①  幅広く市民が参加しやすい仕組みの確立  

 

【基本施策の現状と課題】                                                

○  全ての市民が ，生涯にわたって 主体的にスポーツ に親しむこと は， 体

力の向上や健康の 保持増進はもとよ り，明るく豊かで 活力ある生活を実

現するために非常 に大切なことであ り ，幅広く市民が 参加 しやすい仕組

みを確立することが重要です。  

○  事業の展開に あたって は，市民 に対して スポーツ に関する指 導・助 言

や連絡調整を行う スポーツ推進 委員 が活動しています 。ま た，競技団体

の加盟する市体育 協会は，各種スポ ーツ大会や講習会 等を開催しスポー

ツ振興に寄与しています。  

○  コミュニティスポーツクラブは，様々なスポーツを子どもから高齢者

が，それぞれのレ ベルに合わせて参 加できるよう市民 が自主的・主 体的

に活動しています 。市民のニーズを 踏まえた魅力ある 種目を開発提供す

るとともに，クラ ブの認知度を高め ，新たな会員を増 やし ，会員の定着

を図る必要があります。  

 

【これからの施策の方向性】                                              

○  誰もがそれぞ れの関心や適性に 応 じて，生涯にわ たって主体的にス ポ

ーツに親しみ，参 加しやすい環 境づ くりに取り組み， さらにライフステ

ージ等に応じたスポーツ活動を支援します。  

○  市 民 が 自 主 的 ・ 主 体 的 に 運 営 す る コ ミ ュ ニ テ ィ ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 支

援・助成など，市 民が主体的に参画 できるスポーツ環 境を整備するとと

もに，多様化する ニーズや環境 の変 化に対応できるス ポーツ指導者や連

絡調整役を担うスポーツ推進委員等の資質向上を図ります。  

○  市民運動会は，市民が一堂に集いスポーツに親しむ機会となっており，

「新しい生活様式」に基づいたプログラムなどを検討します。  
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【主な取組】                                                            

○  生涯スポーツ の 柱となるコミュ ニテ ィスポーツク ラ ブの支援・助成 に

努めます。  

○  民間スポーツ クラブ等との連携 を図り ，スポーツ への参加機会の拡 充

に努めます。  

○  競技力の向上やスポーツの振興のため，市体育協会をはじめとする各

種競技団体の自主的活動の促進に努めます。  

○  地域に根ざした生涯スポーツの振興のため，スポーツ推進委員やスポ

ーツ少年団指導者 の資質向上を図る とともに ，社会体 育指導者の発掘 や

育成に努めます。  

○  市 民 運 動 会 は ， 市 民 の 健 康 増 進 に 寄 与 す る こ と か ら 「 新 し い 生 活 様

式」を踏まえた上 で，多くの市民が 気軽に参加しやす いプログラムの検

討を行います。  

 

  ②  地域で身近に参加できるスポーツ環境の整備  

 

【基本施策の現状と課題】                                                

○  かごしま国体開催に向けた総合体育館などの整備とともに，スポーツ

によるまちづくり を推進するため ， 野球場を中心とし たスポーツ活動の

拠点となる社会体 育施設等を計画的 に整備してきまし た。また ，学校体

育施設等の有効活 用に努めるなど ， 市民のニーズに合 ったスポーツに親

しめる仕組みづくりを進めてきました。  

○  利用者ニーズの多様化を踏まえ，利用者の安全性を考慮し，だれもが

身近に利用できる施設・設備の計画的な整備・維持管理が重要です。  

 

【これからの施策の方向性】                                              

○  総合体育館や塩浜運動場などのスポーツ施設について，市民が身近に

利用できるよう安 全性 やバリアフリ ーを考慮した更新 ・維持管理に努め

ます。  

 

【主な取組】                                                            

○  ス ポ ー ツ に よ る ま ち づ く り 推 進 の た め ， 野 球 場 周 辺 の 整 備 や ス ポ ー

ツ・レクリエーシ ョン活動の拠点と なる社会体育施設 の整備を計画的に
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行います。  

○  地域でのスポーツの普及・振興を図るため，学校体育施設の開放を積

極的に行い，その有効活用を図ります。  

○  身近な地域で日常的にスポーツ活動ができるように，地域におけるス

ポーツ環境の整備や市内に点在する公園の利活用も検討します。  

○  生涯スポーツ活動としての各種スポーツ大会等を開催・支援します。  

○  「新しい生活 様式」を踏まえた 生涯スポーツ活動 の普及に取り組み ま

す。  

○  家族や仲間で いつでも気軽に親 しめるニュースポ ーツ・軽スポ ーツ の

普及に努めます。  

○  2023年 に延 期 とな った かご しま 国体 開催 を契 機と して ，ス ポー ツを 生

かしたまちづくりを推進します。  

 

③  スポーツに関する魅力的なコンテンツの創造と情報発信  

 

【基本施策の現状と課題】                                                

○  市民のスポーツに対する関心を高め，スポーツ関係人口の増加に向け

た取組が，本市ス ポーツ振興にとっ て 重要な役割を担 っています。 そう

いったことから， スポーツをまちづ くりのための中核 として位 置づけ，

地域の魅力向上や活性化を図ることが重要です。  

○  令和２年度から改修を行っている市営野球場や国体開催に 向けて改修

整備した総合体育 館等 を利用して， 野球チームなどの スポーツ団体のキ

ャンプ・合宿の誘致活動や大会の開催を推進する必要があります。  

○  魅力的なコンテンツの創造と情報発信を推進していくための施策を関

係団体や関係機関と連携し，取組む必要があります。  

 

【これからの施策の方向性】                                              

○  野球など各種スポーツ団体のキャンプ・合宿の誘致や各種大会の開催

などを推進し，ス ポーツを通した地 域活性化や 関係人 口の増加に努め ，

スポーツに関連した本市の魅力の情報発信を行います。  
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【主な取組】                                                            

○  スポーツ合宿や各種競技の大会誘致などを通じ，関係人口の増加に努

めます。  

○  各種大会で本市を訪れる方々が，楽しみながら市内を回遊できる施策

を，関係機関と連携しながら検討します。  

○  各種団体と連携し，大会等に併せたイベント開催や特典の開発など，

リピーター獲得に向けた方策を検討します。  

○  スポーツ合宿や新たな大会の開催については，市内の各スポーツ団体

と連携しながら情報発信に努めます。  

○  県が主催する 各種スポーツセミ ナーに参加し ，本 市の施策の ＰＲを 行

います。  

○  企画・観光部門と連携し，幅広い情報発信を行います。  

 

 

 ⑷  伝統と国際性が織りなす多様な文化の振興  

   

①  伝統文化の保存・継承と効果的な活用  

 

【基本施策の現状と課題】                                                

○  本市は多くの郷土芸能や伝統行事，指定文化財及び史跡など有形無形

の伝統文化を有していますが，少子高齢化・過疎化の進行や地域をとり

まく環境の変化により，伝統芸能や集落の歴史等の継承が難しくなって

います。  

○  埋蔵文化財については，開発・土木工事等に伴う試掘調査や現地立ち

合いを実施していますが，埋蔵文化財の保存を推進していることから，

その管理と保管場所が課題となっています。  

○  文化財を後世に良好な状態で残すため，適切な修復・養生を行うとと

もに，説明板・標柱の年次計画に沿った整備が必要です。  

 

【これからの施策の方向性】                                              

○  郷土芸能・伝統行事の継承のため，学校と地域が一体となって，先人

の教えを学び貴重な財産を残していく必要があります。保存・継承のた

め，国が進める補助事業や県，民間団体の助成を積極的に活用するよう
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団体に積極的に紹介します。  

○  文化財の計画 的な点検 や保存， 新たな調査・研究 に努め，重要なも の

については，文化財指定により保護を図ります。  

○  埋蔵文化財の 遺物については整 理・管理 ，公開に 努め，後世に残す た

めの適切な環境整備に努めます。  

 

【主な取組】                                                            

○  郷土民芸保存会に対し，保存継承に必要な補助を行います。また，郷

土芸能大会の開催や市総合文化祭芸能部門を開催し，さらに「学校伝統

文化継承事業」を実施することで，地域と学校が連携し伝統文化の保存

継承に取り組みます。  

○  文化財の点検 については定期的 に現場に立 ち入り 調 査を実施し，史 跡

等の保存のための修復や環境整備に努めます。  

○  埋蔵文化財の 遺物については 集 約化を検討します 。また，南溟館な ど

の施設による公開，そして体験など学習の機会を拡充します。  

 

  ②  南溟館を中心とする芸術文化活動の推進  

 

【基本施策の現状と課題】                                                

○  「芸術文化の まち 枕崎」として 南 溟館を拠点施設 に現代アートの公 募

展を開催し，街中 にはアートストリ ート「青空美 術館 」として市街地の

各通りや公園に立体アートを設置する取り組みをしてきました。  

○  芸術文化の拠 点施設である南溟 館の年間入館者数 は 第２回枕崎国際 芸

術賞展開催の令和 元年度を除く，こ こ最近の平成 29年 度，平成 30年度と

１万人を割る状況 です。観光部局と の連携，そして魅 力ある事業を実施

する必要があります。  

 

南 溟 館 年 間 入 館 者 数 （ 年 間 ）  

年 度  H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 

入 館 者 数  1 1 ,1 53 1 1 ,7 85 1 1 ,7 09 1 1 ,3 19 8 , 45 8 9 , 10 1 1 0 ,4 39 
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【これからの施策の方向性】                                              

○  市民の芸術文化活動については，文化団体等の主体的な活動への支援

やアートストリート「青空美術館」を活用したソフト事業の展開ととも

に枕崎国際芸術賞展開催に併せた南溟館の改修や市民の憩いの場として

整備することを検討し，南薩の芸術文化活動の拠点づくりを進めます。  

○  スポーツとともに芸術文化をまちづくりの中核として位置づけ ，地域

の魅力向上や活性化，それらによる関係人口の増加につなげます。  

 

【主な取組】                                                            

○  文化協会等の文化活動団体に対し，活動の活性化に向けた情報提供な

どの支援を行います。  

○  市総合文化祭をはじめ，文化団体やグループ活動の成果を発表する機

会については，「新しい生活様式」を取り入れた方策を検討するなど，

市民の主体的芸術文化活動の促進に向けた支援を行います。  

○  現代美術の公募展「枕崎国際芸術賞展」をはじめ，年間を通しての企

画展や小学生を対象にした「市町村による青少年劇場」などの演劇，コ

ンサート等の自主企画を推進し，優れた芸術文化に接する機会を提供し

ます。  

○  南溟館については，収蔵庫の増築をはじめ施設の充実を図り，芸術文

化活動の拠点にふさわしい施設としての整備を図ります。  

○  南溟館のパフォーマンス広場などの周辺地域については，自然や芸術

作品群とのふれあいの中で，楽しく散策できる芸術の森を目指して，敷

地内への作品設置や憩いの場として整備するほか，南溟館へのアクセス

についても検討していきます。  

○  身近に芸術文化に接する場として整備したアートストリート「青空美

術館」での鑑賞会など，ソフト事業の展開により，文化意識の醸成を図

ります。  
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 ⑸  多様な国際交流の推進  

 

  ①  市民レベルでの国際交流の促進  

 

【基本施策の現状と課題】                         

○  国際社会を理解し，国際社会を身近に感じることのできる機会が不足し

ています。  

 

【これからの施策の方向性】                          

○  派遣事業等の国際交流事業や国際社会を身近に理解し，体験できる地    

域づくりを進めます。  

 

【主な取組】                               

○  国際理解向上等のため，鹿児島県等が行う青少年国際交流派遣事業への

参加支援を行います。  

○  生涯学習講座等を利用した外国語研修の場を提供します。  
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第５章  計画の実現に向けて  

 

１  学校・家庭・地域・企業等との連携・協働               

    

子供の健全育成をはじめ，教育の目的を実現する上で，学校，家庭，地域は

大きな役割を担っており，これら三者が，それぞれ子供の教育に責任を持つと

ともに，相互に緊密に連携・協働して取り組むことが重要です。また，本計画

においては，家庭・地域に加え，企業等についても人材育成や地域貢献の視点

からの連携・協働が重要であることから ，基本方針に，「学校，家庭，地域社

会がそれぞれの特長を生かした教育を推進するとともに ，三者が緊密に連携し

た協育の充実を図る」と，『協育』の推進を掲げたところです。これら学校・

家庭・地域・企業等がそれぞれの役割を果たし緊密な連携・ 協働が図られるよ

う取組を推進します。  

 

 ２  県及び近隣市との連携・協力                     

 

教育の振興に関し，市が担うべき役割は市民の意思を十分に把握し，具体的

には義務教育を行うのに必要な小・中学校を設置し，教育活動を実施する責任

を全うすることとされています。  

一方，県は広域的な処理を必要とする教育事業の実施及び高等学校等の設置

管理，市に関する教育条件整備，教育事業の適正な実施のための指導，助言，

援助等を担っています。また，学校教育をはじめ社会教育や生涯学習に関する

取組については，生活範囲の広域化や交通網の整備などから近隣市との連携・

協力なくしては，推進が困難であるなど，その関係は大きいものとなっていま

す。  

これまでも，互いの役割分担のもと，市と県及び近隣市が一体となって，教

育行政を推進しているところですが，今後も相互の課題を共有し，取組につい

ての情報交換などを通して連携・協力を図ります。  
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３  全庁的な連携体制の構築                        

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成 26年

法律第 76号）が平成 27年４月１日から施行され，地方に対する国の関与の見直

し等制度の抜本的な改革が行われ ，本市でも，新たに総合教育会議が設置され

ました。会議では，教育に係る大綱の策定や教育を行うための諸条件の整備や

重点的に講ずべき施策，児童生徒等の生命・身体の保護等緊急の場合に講ずべ

き措置についての協議・調整を行うこととしています。  

教育に関する予算の編成・執行や条例提案など重要な権限を有する市長と教

育委員会が十分な意思疎通を図ることで，地域の教育の課題やあるべき姿を共

有して，より一層民意を反映した教育行政の推進が図られます。この計画の着

実な実行を図るためには，スポーツ・文化振興，食育の推進，特別支援教育，

環境教育，子育て支援対策など，担当する部局と連携が必要なことから，市長

部局とより緊密な連携を図り，全庁的な連携体制を構築し，積極的に取り組み

ます。  

 

 ４  計画の進捗状況の確認                         

 

本計画を効果的かつ着実に推進するためには，ＰＤＣＡサイクル（計画の策

定→計画の実行→点検・評価→見直し・改善）に基づく定期的な点検とその結

果のフィードバックが不可欠です。本計画の進捗状況は，毎年度，「枕崎市教

育委員会外部評価委員会」において学識経験者等の意見も踏まえた点検及び評

価を行い，計画の進捗状況について市民に対する説明責任を果たすとともに，

その結果を次年度以降の施策の改善等に生かすよう努めます。  

 

 ５  新たな課題へ対応                           

 

本計画は，今後５年間に取り組むべき施策等を盛り込んでいます。  

計画期間中に対応すべき大きな教育の制度改革や新たな課題の発生など，そ

れらに対応していくために計画に盛り込む必要性が生じた場合は，計画期間の

途中に随時見直しを行うなど柔軟な対応を行っていきます。  
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参考資料    第６次枕崎市総合振興計画施策体系図  

施策の大綱

生活環境
１　安全で潤いとやすらぎのあるきれいなまちづくり

1-1　世代に合わせた快適な住環境づくりの推進
1-2　きれいな水環境の整備
1-3　環境にやさしい潤いのある社会の実現
1-4　災害に強いまちづくりの推進
1-5　市民生活の安心・安全の確保

都市基盤
２　快適で便利なコンパクトなまちづくり

2-1　社会的責任に基づく計画的な土地利用の推進
2-2　求心力のある市街地の形成
2-3　交通ネットワークの整備
2-4　高度な情報通信機能の整備

産業経済
３　人と物が交流し，活力みなぎるまちづくり

3-1　地域経済を牽引する水産業・水産加工業の振興
3-2　地域に根ざした農林業の振興
3-3　豊かな暮らしと地域社会を支える商工業の振興
3-4　雇用環境と就業環境の充実
3-5　地域の魅力を増幅する観光の振興と地域間交流

健康・福祉
４　健康ですべての人々にやさしいまちづくり
　 4-1　生涯を通じた健康づくりの推進

4-2　質の高い医療サービスの充実
4-3　安定的な社会保障制度の継続
4-4　安心して子どもを産み育てられる環境づくり
4-5　誰もが自立した生活ができる福祉の充実
4-6　高齢者が安心して生活できる仕組みづくり
4-7　地域包括ケアシステム構築に向けた取組

教育文化
５　豊かな人間性と文化を育むまちづくり

5-1　人間性豊かな人をつくる学校教育等の推進
5-2　豊かな人間性を育む生涯学習の推進
5-3　豊かなスポーツライフの実現
5-4　伝統と国際性が織りなす多様な文化の振興
5-5　多様な国際交流の推進

行財政
６　着実な歩みを進める連携と協働のまちづくり

6-1　協働のまちづくりの実践
6-2　質の高い市民サービスの実現
6-3　着実で積極的な行財政改革の推進
6-4　生活圏の拡大に対応した広域行政の推進

政策課題ごとの目標
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枕崎市教育委員会外部評価委員会設置要綱  
 

 

 （設置）  

第１条  枕崎市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の権限に属する事務の

管理及び執行状況の点検及び評価を行うため、枕崎市教育委員会外部評価委員会

（以下「委員会」という。）を設置する。  

 

 （所掌事務）  

第２条  委員会は、教育委員会が所管する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価を行う。  

 

 （組織）  

第３条  委員会は、委員５人以内で組織する。  

２  委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。  

 (１ ) 教育機関関係者のうち、知見を有する者  

 (２ ) 企業関係者のうち、知見を有する者  

 (３ ) 社会教育、社会体育及び芸術文化関係者のうち、知見を有する者  

 (４ ) 前３号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める者  

 

 （任期）  

第４条  委員の任期は、１年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委

員の任期は、前任者の残任期間とする。  

２  委員は、再任されることができる。  

 

 （委員長及び副委員長）  

第５条  委員会に、委員長及び副委員長を置く。  

２  委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。  

３  委員長は、委員会を代表し、会務を掌理する。  

４  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。  

 

 （会議）  

第６条  委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、委員長が会議の議長とな

る。  

２  委員会は、委員の半数以上の者が出席しなければ開くことができない。  

 

 （守秘義務）  

第７条  委員は、その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた

後も同様とする。  

 

 （庶務）  

第８条  委員会の庶務は、教育委員会総務課において処理する。  

 

 （その他）  

第９条  この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、教育委

員会が別に定める。  

 

附  則  

 この要綱は、平成 21年６月３日から施行する。  
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用語の解説  

 

あ行  

【ＩＣＴ】  

Information and Communication Technologyの略 。情報 コ ミュニケ ーシ ョ ン

能力，情報通信技術と訳される。ＩＴと同義。  

【新しい生活様式】  

「一人ひとりの基本的感染症対策」として，感染防止の３つの基本である①

身体的距離の確保，②マスクの着用，③手洗いを徹底すること。  

「日常生活を営む上での基本的生活様式」として ，手洗い，手指消毒，「３

密」の回避（密集・密接・密閉）をしっかり行い ，その他，換気，咳エチケッ

ト，毎朝の体温測定，健康チェックなどを行うこと。  

「日常生活の各場面別の生活様式」として，買い物時や公共交通機関の利用

時，食事，娯楽・スポーツ等においての新しいライフスタイル。テレワークや

ローテーション勤務，時差通勤，オンライン会議などによる 「働き方の新しい

スタイル」などが示されている。  

【一家庭一運動】  

 体力向上の必要性について家庭に理解しても らい，児童生徒に運動する習慣

を身につけさせるため，学校と家庭が連携して行う運動。  

【一校一運動】  

運動の生活化や習慣化を図るため，学 校や地域の特性を生かした週３回 15分

程度の運動を継続して行う体力作り運動。  

【ＳＤＧｓ】（エスディージーズ）  

 2015年９月の国連サミットにおいて全会一致で採択された「誰一人取り残さ

ない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため， 2030年を年限とす

る 17の 国 際 目 標 。 （ そ の 下 に 169の タ ー ゲ ッ ト ， 232の 指 標 が 決 め ら れ て い

る。）  

 

か行  

【学習指導要領】  

全国どこでも一定の水準が保てるよう，文部科学省が定めている教育課程の

基準。教科書や時間割の基となるもの。  
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【キャリア教育】  

児童生徒一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態

度を育てることを通して，キャリア発達を促す教育。  

【キャリアパスポート】  

小学校入学から高等学校卒業までの記録を学年，校種を越えて引き継ぎ，学

びの振り返りや見通しに生かすもの。  

【ＧＩＧＡスクール構想】  

児童生徒向けの１人１台端末と，高速大容量の通信ネットワークを一体的に

整備し，多様な子供たちを誰一人取り残すことのなく，公正に個別最適化され

た創造性を育む教育を，全国の学校現場で持続的に実現させる構想。  

（ＧＩＧＡとは， Global and Innovation Gateway for Allの略）  

 

さ行  

【スクールカウンセラー】  

悩んでいる児童生徒の心のケアをするため，臨床心理士など臨床心理に関し

て高度に専門的な知識及び経験を有する者。  

【スクールソーシャルワーカー】  

児童生徒に寄り添い，児童生徒を取り巻く環境に働きかけ ，毎日の生活にお

ける様々な悩みやいじめ，不登校などの問題を解決するための支援を行う専門

職。  

【全国学力・学習状況調査】  

平成 19年から日本全国の小・中学校の最高学年（小学 ６年生，中学３年生）

全員を対象として行われているテスト。  

 

た行  

【第３次枕崎市子ども読書活動推進計画】  

令和元年度から令和５年度までの子どもの読書活動の推進に関する法律第９

条に基づき策定した計画。  

【第２次枕崎市食育・地産地消推進計画】  

本市の豊かな自然に囲まれた農林水産物を活かした「地産地消」を基本とし ，

「食」を楽しみながら全ての市民が笑顔と健康で豊かな食生活を送ることを目

標に策定された平成 30年度から平成 34年度（令和４年度）までの食育基本法に

基づく計画。  



- 43 - 

 

【チャレンジかごしま】  

県内の小・中学校の児童生徒の体力向上と運動習慣を育成するために，学級

を単位として縄跳びや一輪車乗り等の種目に挑戦する取組。  

【中１ギャップ】  

小学校から中学校へ入学した際，それまでとの環境の変化について いけず，

いじめや不登校が発生する現象。  

【超スマート社会（ Society5.0）】  

   Society5.0とは， 2016年 1月に閣議決定された「第５期科学技術基本計画」で

提唱されたもので，日本政府がこれからめざすべき未来社会の姿として掲げて

いる社会構想。「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を

高 度 に 融 合 さ せ た シ ス テ ム に よ り ， 経 済 発 展 と 社 会 的 課 題 の 解 決 を 両 立 す る

“人間中心の社会”」と定義される。  

【特別支援教育】  

障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援する

という視点に立ち，一人一人の教育的ニーズを把握し，その持てる力を高め，

生活や学習上の困難を改善又は克服するため，適切な指導及び必要な支援を行

う教育。  

 

は行  

【ＰＤＣＡサイクル】  

Plan/Do/Check/Actionの頭文字を揃えたもので，計画（ Plan）→実行（ Do）

→ 検 証 （ Check） →改 善 （ Action） の流 れ を ， 次 の 計画に 生 か し て い くプロ セ

スのことをいう。  

 

【プログラミング教育】  

学習指導要領の改訂に伴い， 2020年度より小学校から高校までの各学校で順

次必修化される情報教育。プログラミング的思考を育て，コンピュータの仕組

みを正しく理解し，上手に活用するための方法を学ぶ。  

 


